




























































































第 1次 夏野菜の観察をしよう ! 2時間
本当に根が動いてた？根の張り方調べ
第2次 土作り名人になろう !5時間
1. 土調べ 2. 土の状態
3. 士に混ざっているもの 4. 配合して作る
第3次 元気にそだてよう ! 5時間
1. 間引き 2. 虫問題





















































結果は，虫食い (19人）， あまり成長してない (6人），
虫よけネットが暑い，水のやりすぎ等が出た。更なる
虫対策の必要性を感じた。成長に関しての困りごとに
は，もう一度お世話で大切なことについて確認した：）
[10/21]再び野菜先生に来て頂く。子どもたちが知り
たい虫についての質問に答えてもらう。子どもたちは
自分たちの大根の葉を食べている虫を捕まえ， ヨトウ
ムシであることを教えてもらっt¼
― 70 ―
【10/24,25]自分たちの相手であるヨ トウムシ対策を
考える。ヨトウムシについて知ったこと，調べてきた
ことを使って，
・成虫である蛾は飛んで大根の葉に卵を産みに来るか
ら，ネッ トを使って入れなくする作戦
• 野菜先生に虫は米ぬかが好きということを聞き， ヨ
トウムシの好きなものを使っておびき寄せるトラッ
プ作戦
・ヨトウムシが嫌なにおいを使って，近寄らなくする
におい ・虫よけ作戦
一番効果がありそうな作戦を選び，虫対策に取り組
んだ。
【1/3】
10日間ほど作戦を試した途中経過を観察をとおし
て交流し，成果と課題を見つけ共有した）
くネット作戦＞
・袋に空けた穴が大きいから小さくする
・袋をかぶせていると，大根が息できない
◎改善策
・袋ではなく ，穴の小さいネットを使う
くトラップ作戦＞
・トラップにひっかかってない
◎改善策
・トラップの位置を考える（士の上？士と水平？下？）
くにおい ・虫よけ作戦＞
• 本当に虫が嫌なにおい？自分にとって良い匂いだっ
た
◎改善策
• 本当に嫌なにおいを探し， 作り方を調べる
図1 ネット作戦の課題を見
つけ，改善策を話す
図3 におい・虫よけ作戦のにおいを実際に嗅ぎ
効果を考える
以下は，子どもの振り返りである。
• 今までは，ニンニク水やレモン水は虫が嫌いだと思
っていたけど，においを嗅いで見るといいにおいだ
つに私が苦い匂いと感じるものが，本当に虫が嫌
なにおいか調べて使ってみたい。
・外から虫が入らないようにゴミ袋で囲んでいたけど，
人間と同じで太陽の光が当たらないとフニャフニャ
になってしまっていt.:o穴も開いてなくて，人間と
同じで息ができなかったと思う。虫が入らず，息が
できて，太陽の光があたるモノを見つけて大きく育
てたい。
試した作戦について，みんなで視点を決めて話し合
うことで，次の課題が明確になり，方向性を見つける
ことができた。
[11/6~] 
ネット｛環グループは，問題匂解決するためにネッ
トの素材に目を付け作戦を続けている。
トラップ作戦グループは，トラップ穀罹の位置を変
え，効果を比較している。加えて卵を産み増やされな
いように，成虫を捕まえる トラップ作りに取り組んで
いる。
におい ・虫よけグループは，試していた酢や唐辛子
を組み合わせることで，本当に虫が嫌なにおいになる
ことを見つけてきた。数種鼠祖み合わせることにより，
より効果が高いものになると知り，取り組み続けてい
る。
4. 2. K児の思考の変化
～試行錯誤を繰り返すことにより明確化する課題～
ヨトウムシによる初めての被害があったとき，周り
をゴミ袋で覆う作戦を取った。理由は，周りをゴミ袋
で囲むと，虫は入ってくることができないと考えた。
しかし，ヨトウムシによる被害は続いにそこで成
果と課題を整理した。ヨトウムシはヨトウガの幼虫で
あることを調べたことを使って， 原因は上が開いてい
るから，そこから入ってくるのではないかと考え，改
善策を考えた。Kは隙間なくゴミ袋で覆う作戦に取り
組んだ3 その後はヨトウムシによる被害は減ったが，
大根の成長が悪くなった。そこで，成果と課題を整理
しナこ 成果は，ヨトウムシが入ってくることができな
くなった。課題は， 大根が枯れそうになっている。こ
こで，野菜を育てる上で必要になる日光と通気性とい
う条件が抜けていることに気付き，再度改善策として
空気穴をつくつナこ 理由は，日光を取り入れ， ｝恥邑し
もよくできると考えたから尽
それでも大根の成長は良くならなかった。Kはゴミ
袋の中を覗き，H光が入ってきにくいのではないかと
考えた。課題を解決するために必要な条件は， ヨトウ
ムシが入らない大きさの穴があり，その穴から日光も
― 71 ―
風も通る素材を見つけるという具体的な解決策へと向
かい，スーパーに買い物に行ったとき台所の三角コー
ナー水切りネットという素材に出合い，自身で納得の
いく解決策を見つけることができた3
図4 ネット作戦の取り組みの変化
5 授業の考察
組縣粕勺かつ長期にわたる野菜作りをとおして，子ど
もたちは様々な問題に直面し，解決しようと意欲的に
取り組む姿を育むことができた。自分たちで土作りか
ら始めたことにより愛着を持ち野菜を育て，小さな変
化も見落とさず，少しの変化を課題として共有するこ
とができた。発見した課題を共有することにより， 一
人一人が自分の問題として捉え，取り組み続けること
につながったと考えられる。
本実践では，問題を発見した後何が原因なのかを
観察し続けることで突き止め， ヨトウムシであると知
ることができた。原因を見付け，どのような生態であ
るか調べることにより，より効果的な自分だけの大根
に向けての対策を考えることができた。しかし， 一度
だけの取り組みでは，問題解決には至らないケースが
あったっ一度試してみても効果が得られない時，やる
前と後で変化があったのかという視点で結果を見付け
出し，試してみた結果のよかったところや問題点を整
理した3 整理するという活勲を行うことによって，更
なる改善策を考える手助けになるとともに今後の作戦
の方向性を示すものになったと考えられる。何度も対
策を考え，よかったところや問題点を見付ける活動を
繰り返す中で，より明確化してくる課題に対し，具体
的にどうすればいいのかという視点で子どもたちは対
策を考えていくことにつながった。そして効果的な対
策に近づいていく様子が大根をとおして目に見える効
果として実感でき，子どもたちを夢中にさせることが
できたのだと考える。
6. 成果と課題
自身の経験から，学校での野菜栽培では失敗するこ
とがないものだと思っていt:o調べた通りに育てたら
すぐに収穫できるようになると思い，早く調理して食
べたいと話していた。しかし，自分が育てていた大根
が枯れた時期からこの意識が変わった。
自分が問題に直面した時原因を調べよう，自分の
大根を元気に育てたいとする姿が見られた。自分が問
題に直面する，もしくは，友達が直面した問題を共有
することにより，自分が大切に世話している大根のこ
とを思い問題解決に取り組んでいくことができた3 今
回の実践では，問題の発見→問題の共有→原因の調査
→対策を考える ・実行→整理⑩果と課題）→課題（問
題）の共有という学習パターンを活用しt:oこの学習
パターンにより，より具体的な対策を考えられ，問題
を焦点化し取り組み続けることができた。初めは漠然
とした原因に対する漠然とした対策であるが，何度も
試していく中で，より原因が明確化され，それに伴い
より具体的な解決策を子どもたちが考え続けることが
できたことに大きな意義があったと振り返る。更に子
どもたちの課題を明確にするためには，専門家の方に
ゲス トティーチャーとして相談できる環境を整える重
要性を実感した3 ゲストティーチャーとの関係は，た
だ教えてもらうだけではなく，自分たちの成果を伝え
る機会を持つことができ，子どもたちの探究心や意欲
につながった。
課題としては，成果と課題をどのタイミングで整理
するかということである。短期間における実験では効
果が分かりにくく，成果が見えにくい。しかし長期間
となると，子どもたちの意欲が失われてしまうことも
考えられる。そこで今回は途中経過における成果と課
題とし整理したが，より適切な整理の方法や期間があ
ったのかもしれない。素材において 「土作り」は途中
から大幅な変更ができない点である。少しずつ自分で
調べた肥料を混ぜ，栄養豊富な土に変えていくことは
できるが， 「大根の生長が良くないから」「虫が土の中
にいるから」という原因に対する改善策としての土交
換はできないのである。とはいえ，改善策は一つに限
らず，数多く存在する。原因に対する数多くの改善策
からどれを選ぶか，選んだ結果更にどうしていくのか
試音齢呉する姿に関しては一定の成果が表れたと言え
るのではないだろうか。
今後も子どもたちが実際に体験しだ活動から，試行
錯誤し続けていける教材開発を目指していきたい。
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